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「
第
五
波
」
子
ど
も
感
染
が

急
増—

学
童
保
育
の
対
応

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

感
染
拡
大
の
「
第
五
波
」
で
、
一
〇
歳

未
満
や
一
〇
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
感

染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労
省
）

に
よ
る
一
週
間
ご
と
の
学
童
保
育
の

休
所
等
の
状
況
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

二
〇
二
一
年
八
月
二
六
日
一
四
時
の
時

点
で
、「
全
面
休
所
し
て
い
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
都
道
府
県
の
数
」

は
一
六
都
県
、「
全
面
休
所
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
数
」
は
三
五
か

所
（
三
二
か
所
は
感
染
者
が
出
た
こ
と

に
よ
る
休
所
、
三
か
所
は
自
治
体
か
ら

の
要
請
に
よ
る
休
所
）
で
し
た
。

　
七
月
二
九
日
一
四
時
の
時
点
で
は
三

県
で
四
か
所
、
八
月
五
日
一
四
時
の
時

点
で
は
八
県
で
一
三
か
所
で
し
た
の

で
、
感
染
の
広
が
り
は
明
ら
か
で
す
。

な
お
、
厚
労
省
に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇

年
三
月
か
ら
八
月
二
六
日
ま
で
の
間

に
、
感
染
者
が
発
生
し
た
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
数
は
六
六
〇
か
所
、
感
染
者

数
は
職
員
二
九
一
名
、
利
用
児
童
は

八
五
六
名
（
い
ず
れ
も
累
積
値
）
と
の

こ
と
で
す
。

　
二
〇
二
一
年
八
月
末
現
在
、
感
染
の

広
が
り
を
ふ
ま
え
て
小
・
中
学
校
の「
臨

時
休
業
」（
夏
休
み
の
延
長
）
を
決
め

た
市
町
村
も
あ
り
、
学
童
保
育
現
場
は

再
び
、午
前
中
か
ら
の
開
所
に
向
け
て
、

指
導
員
の
確
保
な
ど
子
ど
も
の
受
け
入

れ
態
勢
の
構
築
、
利
用
希
望
の
確
認
な

ど
、
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
消

毒
作
業
の
増
加
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
内

容
の
見
な
お
し
、
学
童
保
育
の
子
ど
も

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
反
応
が
出
た
、

あ
る
い
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

に
、
自
治
体
担
当
課
や
学
校
、
保
健
所

と
の
連
絡
・
調
整
、
保
護
者
へ
の
個
別

の
連
絡
な
ど
、
指
導
員
の
負
担
も
増
え

て
い
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
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二
〇
二
一
年
五
月
下
旬
か
ら
、
全
国

各
地
で
学
童
保
育
指
導
員
を
対
象
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
二
歳
未
満
は
接
種
の
対

象
で
は
な
い
た
め
、
子
ど
も
に
接
す
る

仕
事
に
従
事
す
る
人
々
が
接
種
を
受
け

る
こ
と
で
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
の
も
の
で
す
（
本
誌

二
〇
二
一
年
九
月
号
参
照
）。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
全
国
連
協
）
で
は
二
〇
二
一
年
八

月
三
〇
日
現
在
、
一
〇
都
道
府
県
（
市

町
村
数
は
三
六
六
）
と
、
五
六
市
町
村

で
、
優
先
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
一
七
四
一
市
町
村
の

う
ち
、
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
る
市

町
村
は
一
六
二
〇
市
町
村
（
全
国
連
協

の
実
施
し
た
二
〇
二
〇
年
度
実
施
状
況

調
査
結
果
よ
り
）
あ
り
、
大
き
な
地
域

格
差
が
あ
り
ま
す
し
、
都
道
府
県
単
位

で
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
少
数
で
す
。

　
二
〇
二
一
年
度
の
内
閣
府「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
」
に
は
、「
①
小

学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
い
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
対
応
に
か
か
る
財
政
支
援
」

「
②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
に

か
か
る
財
政
支
援
」
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
①
は
、
小
学
校
の
臨
時
休
業
に
と
も

な
っ
て
、
午
前
中
か
ら
学
童
保
育
を
開

所
し
た
場
合
に
、
一
支
援
の
単
位
に
つ

き
一
日
あ
た
り
、
計
三
万
二
〇
〇
〇
円

の
申
請
が
可
能
と
い
う
も
の
で
（
保
護

者
負
担
は
求
め
な
い
）、
補
助
割
合
は

国
三
分
の
一
で
す
。

　
②
は
、
市
区
町
村
が
感
染
拡
大
防
止

を
図
る
た
め
に
学
童
保
育
を
臨
時
休
業

さ
せ
た
場
合
、
市
区
町
村
が
保
護
者
へ
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返
却
す
る
日
割
り
利
用
料
に
つ
い
て
、

一
人
に
つ
き
一
日
あ
た
り
五
〇
〇
円
を

財
政
支
援
す
る
も
の
で
、
補
助
割
合
は

国
・
県
・
市
区
町
村
が
各
三
分
の
一
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
補
助
金
を
活
用
す

る
よ
う
、
市
町
村
に
働
き
か
け
ま
し
ょ

う
。

　
全
国
連
協
で
は
、
ひ
き
つ
づ
き
、
学

校
の
「
臨
時
休
業
」
と
学
童
保
育
で
の

対
応
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
地
域
学

童
保
育
連
絡
協
議
会
に
呼
び
か
け
、
各

地
域
の
現
状
と
要
望
を
厚
生
労
働
省
に

届
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
の
動
き

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
童
保
育
で
の
わ
い
せ
つ
被

害
の
実
態
が
明
ら
か
に

　
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
、
学
童
保
育
で
の
わ

い
せ
つ
被
害
の
実
態
が
報
道
に
よ
り

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
二
〇
二
一

年
八
月
二
二
日
付
『
読
売
新
聞
』）。

二
〇
二
一
年
五
月
末
に
「
教
員
に
よ
る

児
童
生
徒
性
暴
力
防
止
法
」
が
成
立
し

た
こ
と
、
附
則
に
子
ど
も
に
接
す
る
業

務
に
就
く
者
の
性
犯
罪
歴
を
照
会
す
る

制
度
の
検
討
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
保
育
・
学
童
保
育
現
場
で
の
実

態
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
二
〇
一
二
年
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
」
制
定
と
児
童
福
祉
法
の
改
定

に
と
も
な
っ
て
、
学
童
保
育
に
は
、「
放

課
後
児
童
支
援
員
」
の
認
定
資
格
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。「
放
課
後
児
童

支
援
員
」
は
、
学
童
保
育
指
導
員
の
な

か
で
、
国
が
設
け
た
資
格
を
取
得
し
た

者
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
資
格
に
は
、「
認
定
の
取
消
」

と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
都
道
府

県
等
は
、「
虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に

基
づ
い
て
認
定
を
受
け
た
場
合
」「
虐

待
等
の
禁
止
（
基
準
第
一
二
条
）
に
違

反
し
た
場
合
」「
秘
密
保
持
義
務
（
基

準
第
一
六
条
第
一
項
）
に
違
反
し
た
場

合
」「
そ
の
他
放
課
後
児
童
支
援
員
と

し
て
の
信
用
失
墜
行
為
を
行
っ
た
場

合
な
ど
」
の
事
実
を
把
握
し
た
と
き

に
、「
当
該
者
を
認
定
者
名
簿
か
ら
削

除
」
し
ま
す
。「
認
定
者
名
簿
か
ら
削

除
」
さ
れ
た
あ
と
、
国
は
こ
れ
を
適
正

に
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
全
国

連
協
発
行
の
冊
子
『
学
童
保
育
情
報

二
〇
二
〇
‐
二
〇
二
一
』
一
八
五
ペ
ー

ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

　
一
方
、
職
員
が
無
資
格
者
で
あ
っ
た

場
合
、
こ
の
網
を
か
い
く
ぐ
る
こ
と
が

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
厚
労
省
の
調
査

（
二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
現
在
）
に
よ

れ
ば
、
約
一
六
万
人
と
言
わ
れ
る
放
課

後
児
童
支
援
員
等
の
う
ち
、
四
割
に
あ

た
る
約
七
万
人
は
資
格
を
持
た
な
い
補

助
員
で
す
。

　
厚
労
省
は
「
放
課
後
児
童
支
援
員
等

の
採
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
」
に

つ
い
て
、
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会

議
な
ど
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
ま
す
。

　「
設
備
運
営
基
準
第
一
二
条
に
お
い

て
、『
利
用
者
に
対
し
、
児
童
福
祉
法

第
三
三
条
の
一
〇
各
号
に
掲
げ
る
行
為

そ
の
他
当
該
利
用
者
の
心
身
に
有
害
な

影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
』
と
し
て
い
る
。
児
童
福
祉
法
第

三
三
条
の
一
〇
各
号
に
掲
げ
る
行
為
等

は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
各
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
も
、
研
修
等
の
実
施
や
採
用
時
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
十
分
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
放

課
後
児
童
支
援
員
等
の
採
用
に
あ
た
っ

て
は
、
面
接
の
実
施
や
履
歴
書
等
で
上

記
に
該
当
す
る
者
で
な
い
か
を
十
分
に

確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。（
以
下
、

略
）」

　
全
国
連
協
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に

「
学
童
保
育
指
導
員
の
倫
理
綱
領（
案
）」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
会
の
発
行
し
た

冊
子
『
改
訂
・
テ
キ
ス
ト 

学
童
保
育

指
導
員
の
仕
事
【
増
補
版
】』（
頒
価

一
〇
〇
〇
円
〔
税
込
〕）
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、「
子
ど
も
を
守
る
事

業
」
を
行
う
う
え
で
必
要
な
こ
と
を
考

え
あ
う
際
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。


